
静岡市下水道総合地震対策計画の見直し（管路）
１．主な見直し内容

（１）静岡市地域防災計画に基づく重要な幹線等の見直し

 静岡市地域防災計画（令和２年１月）に基づいて、重要な幹線等を「第１期計画」474.2km→「第２期計画」547.7km
に見直した。

 ・緊急輸送路、緊急輸送避難路、防災拠点施設等の見直し

 ・重要物流道路下の管路、旧静清流域幹線、新規整備路線の追加

（２）静岡県第４次被害想定に基づく被害予測の見直し

 静岡県第４次被害想定の想定震度及び液状化危険度に基づき、図１のフローに従い重要な幹線等の被害予測（簡

易耐震診断）を見直した。（第１期計画：静岡県第３次被害想定→第２期計画：静岡県第４次被害想定）

なお、田町稲川遮集幹線、下島幹線などの大口径管渠及び津波による被害が想定される水管橋（河川伏越しによ

る対策）は、概算事業費を個別に算出しているため特出し路線として整理した。

図 1 簡易診断予測分類フロー

（３）対策優先順位の見直し

危機管理総室及び部内関係課へのヒアリングにより優先順位を表１のとおり見直し、「下水道施設の耐震対策指

針と解説-2014年版-」に従い、重要な幹線等を『特に重要な幹線等』と『その他重要な幹線等』に分類した。

表 1 事業対策優先順位の見直し

1 １次 １次

2 ２次 ２次

3 災害拠点病院

4 救護病院 災害拠点病院

5 救護所 救護病院

6 災害対策本部 災害対策本部

7 災害時要援護者避難所等 救護所

8 避難所 避難所

9 地区支部 地区支部

10 緊急輸送避難路 重要物流道路

11 ３次 ３次

12 幹線避難路 緊急輸送避難路

13 幹線避難路

14

15

16

17 広域避難所 災害時要援護者避難所等

18 一時避難所 広域避難地

19 津波避難施設 一時避難地

20 津波避難施設

21 雨水幹線

緊急輸送路等

緊急輸送路等

優先順位

緊急輸送路 緊急輸送路等

第１期計画 第２期計画

防災拠点施設

鉄道横断管路

防災拠点施設
（雨水は除く）

緊急輸送路

幹線

特
に
重
要
な
幹
線
等

そ
の
他
重
要
な
幹
線
等

圧送管

防災拠点施設 防災拠点施設
（雨水は除く）

汚水幹線、合流幹線

軌道横断管路 圧送管

河川横断管路 河川横断管路



２．対策手法と効果

対策手法と対策による効果は図２のとおりである。

図 2 対策手法と効果

３．延長及び概算事業費の算出

 見直し後の重要な幹線等の延長、対策に係る概算事業費を表 2のとおり算出した。

表 2 延長及び概算事業費
対策必要延長

（km）
対策不要延長

（km）
合計延長
（km）

耐震化率
対策費用

（百万円）

特に重要な幹線等 118.7 245.1 363.7 67.4% 17,519

その他重要な幹線等 55.9 128.0 183.9 69.6% 3,599

合計 174.6 373.1 547.7 68.1% 21,118


